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ロ ジカ ル ・シ ン キ ン グ と して の3分 割 法

市 毛 明

概要 この論文 の 目的は,今 か ら40年 前 に筆者が考案 した3分 割法の紹介 で ある。 ロジカ

ル ・シンキ ングの重要な ツール として ロジック ・ツ リー ・チ ャー ト法があ る。筆者 は ロジッ

ク ・ツ リー ・チ ャー ト法 よ り効果的な3分 割法 ワー クシー トを開発 した。多 くの近大経 営学

部の学生 とともに幾多の実験を通 じて,筆 者は3分 割法の改良を重ねて きた。彼 らは3分 割

法の効果を実感 し,「市 毛マ ジック」 と呼ぶよ うにな った。近大退任(2005)後,数 多 くの ビジ

ネス ・パ ーソ ン(社 会人)にEメ ールを使 って3分 割法 を教 え始めた。現在 その数 は500人

を超えてい る。今の筆者の急務 は,3分 割法を数多 くの人に知 っていただ き,指 導す る後継

者を育成す ることであ る。

Abstract The purpose of this paper is the introduction of SANBUNKATU-Hou(Logical 

Thinking  Tri-partition Tree Method) which I devised about 40 years ago. Logic-Tree 

Chart method is an important tool of Logical Thinking. I developed the  Tri-partition 

Tree Method Worksheet that is more effective than Logic-Tree Chart. I had improved it 

through many experiments with the many students of Kinki-University Business 

Management course. They realized the usefulness of  Tri-partition Tree Method and 

called it  `Ichige Magic' . After my retirement(2005) from Kinki-University, I began to 

teach Logical Thinking  Tri-partition Tree Method to many business persons using 

E-mail system. At the present time, the number of them reached over 500. Now I must 

inform many people SANBUNKATU-HOU(Tri-partition Tree Method) and nourish the 

successors as early as possible.
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プ ロ ロ ー グ

筆 者 は,1998/4に 中央 経 済 社 か ら 「読 み ・書 き ・発 想 す る技 術 」 と い う3分 割 法 の本 を

出版 した。 今 か ら14年 前 の こ とで あ る。 当 時 は,「 知 の技 法 」 ブ ー ム で,「 知 の ○ ○ 」 とか

「○ ○ の技 法 」 な どの題 名 の本 が 数 多 く出版 さ れ て い た。 「ロ ジ カル ・シ ンキ ン グ」 と い う

名前 を 付 けた本 は,こ の世 に出現 して い な か った 。
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左:市 毛 明著,中 央 経済社,1998年 右:照 屋華子 ・岡田恵子著,東 洋経済新報社,2001

図13分 割法の本 とロジカル ・シンキ ングの本

わ が 国 に 「ロ ジカル ・シ ンキ ン グ」 と い う言 葉 が現 れ て,「 知 」 ブ ー ム か ら 「ロ ジ カ ル ・

シ ンキ ン グ」 ブ ー ム に代 わ った き っか け は,『 ロ ジカ ル ・シ ンキ ン グ』(照 屋 華 子 ・岡 田恵

子(1),東 洋 経 済 新 報 社,2001/5)の 出版 か らで あ る。 現 在 約100冊 を超 え る 「ロ ジ カル ・シ

ンキ ン グ」 を説 い た本(2)は,こ こ か ら始 ま り,今 も って ブ ー ム は去 ろ う と して い な い。

と こ ろが不 思 議 な こ と に,上 記 の 「ロ ジ カル ・シ ンキ ン グ」 の 中 に は,一 言 も,こ の 言

葉(ロ ジ カル ・シ ンキ ング)が 見 当 た らな い。 照 屋 華 子 ・岡 田恵 子 が使 って い る の は,「 ロ

ジカ ル ・コ ミュニ ケ ー シ ョン」 とい う言 葉 で あ る。

この本 の 命 名 の 経緯 を詮 索 す るつ も り はな いが,本 来 は 「ロ ジ カル ・コ ミュニ ケ ー シ ョ
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ン」 が正 しい題 名 だ った の で はな い か と推 察 す る。 だ が そ の 言 葉 で は ア ピー ル 度 が 低 い と

考 え られ た結 果 だ と思 う。 そ れ に して も,こ の命 名 は 日本 人 の心 を魅 惑 して,一 大 ブー ム を

引 き起 こ した の だ か ら,命 名者 は誰 だ か 知 らな いが,二 人 の 著 者 も驚 いた こ とだ ろ う。

と こ ろが,筆 者 が こ こで 力 説 した い こ と は,筆 者 の 考 案 ・開 発 した 「3分 割 法 」 と い う

手 法 が,ロ ジ カル ・シ ンキ ン グそ の もの だ った の だ 。 当 然 な が ら筆 者 は 「読 み ・書 き ・発

想 す る技 術 」 を執 筆 した と き,3分 割 法 が ロ ジ カル ・シ ンキ ン グの 一 技 法 だ と思 って も い

な か った。 後年,ロ ジ カル ・シ ンキ ン グの 重 要 な 基 準 で あ る 「MECE(ミ ッシ ー)の 法

則 」 に触 れ て,初 め て3分 割 法 の 基 本 的 ル ー ル 「3分 割 法 の3原 則 」 が,そ れ に極 めて 酷

似 して い るの を知 った の だ った。

筆者 が3分 割 法 を考 案 した の は,1985(昭 和60)年 に遡 る。 扇 屋 正 造(3)の 「現 代 文 の

書 き方 」(講 談 社 現 代 新 書,1965)の 第1章 「3と い う数 字 の神 秘 」 を 読 ん で,3分 割 法 ワ

ー ク シー トの 発 想 を 得 た
。初 め は手 書 き の ワ ー ク シー トで,自 家 薬 籠 と して 使 って い たが,

1990年 に近 畿大 学 に教 師 と して 移 籍 して か ら,本 格 的 に使 い 出 した 。 学 生 た ち に3分 割 法

を教 え る と,信 じ られ な い ほ どの 効 果 が 発 現 した 。 学 生 は3分 割 法 を 使 う こ とで,今 まで

書 けな か った 文章 を,ま るで 奇 跡 の よ うに容 易 に書 く こ とが で き る よ うに な った。しか も,

習 い 出 して2週 間 と掛 か らな い短 時 間 にで あ る。 学 生 は,そ れ を 「市 毛 マ ジ ック」 と呼 ぶ

よ う にな った。

ロ ジカ ル ・コ ミュニ ケ ー シ ョン と は,自 分 の 思 いを 相 手 に極 あ て 解 りや す く伝 え る こ と

で あ る。 伝 え る とい う行 為 は,基 本 的 に言 葉 を 媒 体 とす る。 例 外 的 に,身 振 り手 振 りで 伝

え る こ と もあ るが,や は り正確 に伝 え る に は言 葉 が 必 要 で あ る。

・一 ミー ・ンモ1;{総llll卿

期 せ ず して,3分 割 法 は 上 記 の ロ ジ カル ・ライ テ ィ ン グ と ロ ジ カル ・プ レゼ ン テー シ ョ

ンを レベ ル ア ッ プす る手 法 で あ る こ とが,多 くの 実 験 で 証 明 され た 。

読 者 に混乱 を 招 くか も知 れ な い が,ロ ジ カル ・コ ミュニ ケ ー シ ョン は,わ が 国 で は,ロ

ジカ ル ・シ ンキ ン グ と同意 語 で あ る。

この論 文 は,ロ ジカ ル ・シ ンキ ン グ と は何 か?3分 割 法 と は何 か?な ぜ3分 割 法 が ロ ジ

カ ル ・シ ンキ ン グの一 手 法 か?を 説 明 す る。 そ の 後,3分 割 法 を どの よ う に体 得 す べ きか

の 学 習法 を解 説 す る。 手 法 は知 識 と して 覚 え て も何 の 役 に も立 た な い。 体 で 覚 え るべ き な

の で あ る。 つ ま り体 得 しな けれ ば 役 に立 た な い。
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次 に,3分 割 法 に よ る文 章 作 成 法 を 解 説 す る。い わ ゆ る ロ ジ カル ・ライ テ ィ ン グで あ る。

実 を い う と,私 は大 学 に移 籍 して15年 の教 員 時 代 に,5冊 の 単 行 本(4)と 数 十 の 論 文 を書

き上 げ た。 だ が3分 割 法 を も って す れ ば,さ ほ どの 労 苦 は感 じな か った 。3分 割 法 ワ ー ク

シー トさえ 完 成 す れ ば,後 の 文 章 化 な ど はす こぶ る容 易 で あ る。

そ して最 後 に,3分 割 法 に よ る ロ ジ カル ・プ レゼ ンテ ー シ ョンを 解 説 す る。 いか に意 思

決定 者 を納 得 させ,自 分 の 主 張 を 認 め させ るか?の 方 法 論 で あ る。

大 学 を退 任 して か ら,筆 者 は数 多 くの 社 会 人 に3分 割 法 を 教 え 始 めた 。 そ れ は単 な る知

識 の伝 授 で な く,体 に刻 み 込 む 指 導 法 で あ る。 講 義 だ けな らせ いぜ い1日 も あれ ば十 分 で

あ ろ う。 編 み 出 した 方 法 は,メ ー ル の 添 付 方 式 を 使 って 出題 し,作 品 を 送 って こ させ,そ

れ を評 価 し,詳 細 な コ メ ン トを 書 き,受 講 者 に送 る。 少 人 数(6人 が 理 想 的 一 後 述)の グ

ル ー プ内 で は作 品,評 価,コ メ ン トは全 部 公 開 す る。 これ を 半 年 掛 けて 何 度 も何 度 も繰 り

返 す の で あ る。 自称,寺 子 屋 式3分 割 法Eラ ー ニ ン グで あ る。 この 論 文 で は,3分 割 法 に

よ る ロ ジカ ル ・ラ イ テ ィ ング や ロ ジカル ・プ レゼ ンテ ー シ ョンの 指 導 法 の 内容 を 解 説 す る。

以 上 が,こ の論 文 の あ ら ま しで あ る。 も ち ろん,3分 割 法 を 使 って 制 作 した もの で あ る

が,3分 割法 ワー ク シー トを 載 せ るの は徒 に紙 数 を 増 や す だ けな の で 割 愛 した 。

1.ロ ジ カル ・シ ン キ ン グ3分 割 法 につ い て

1.ロ ジカ ル ・シ ンキ ング とは 何 か?

(1)ロ ジ カル ・シ ン キ ン グ=ロ ジ カ ル ・コ ミ ュニ ケ ー シ ョ ン

ロ ジカ ル ・シ ンキ ン グ とい う言 葉 は,わ が 国 で作 られ た和 製 英 語 で あ る。言 葉 通 りの 「論

理 的思 考 」 とか 「論 理 的思 考 法」 で はな い。2001年5月,経 営 コ ンサ ル テ ィ ン グ会 社 マ ッ

キ ンゼ ー ・ア ン ド ・カ ンパ ニ ー の照 屋 華 子 と岡 田 恵子 が 出版 した 「ロ ジカ ル ・シ ンキ ン グ」

が,そ の言 葉 の 発 祥 で あ る。

ロ ジカ ル ・シ ンキ ン グは,こ の 本 の 中 で 説 か れ て い る ロ ジ カル ・コ ミュニ ケ ー シ ョン を

意 味 す る。 い か に も哲 学 的,論 理 学 的 雰 囲 気 を も た らす 「論 理 的 思 考(法)」 と訳 す るの は

間違 い で あ る。 ロ ジ カル ・シ ンキ ン グ ー ロ ジ カル ・コ ミュニ ケ ー シ ョンだ か ら,日 本 語 で

は,差 し詰 め 「筋 の通 った 表現 法 ・プ レゼ ンテ ー シ ョン法 」 と い うべ きで あ ろ う。

(2)「 筋 の通 った」 とい う意 味

マ ッキ ンゼ ー 社 の主 張 す る概 念 は,「常 に全 体 を認 識 させ た上 で部 分 を説 明す る」と い う
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もの で あ る。 イ府轍 的 ・鳥 轍 的 に全 体 を 把 握 させ て,問 題 とす る対 象 の 位 置 づ けを 認 識 させ

る と言 い換 え る こ とが で き る。 簡 単 な 比 喩 的 表 現 を 使 え ば,日 本 を 知 らな い外 国 人 に,近

畿 大 学本 部 キ ャ ンパ ス を説 明 す る場 合,地 球 の ア ジ ア地 区 を 説 明 し,そ の 中の 日本 ⇒ 関 西

⇒ 大 阪府 ⇒ 東 大 阪 市⇒ 近 畿 大 学 本 部 キ ャ ンパ スを 説 明 す る と考 え れ ば よ い。 も ち ろん,相

手 に よ って 出 発 点 は違 う に しろ,初 め か らキ ャ ンパ スを 説 明 す るの は効 果 的 で な い。

マ ッキ ンゼ ー 社 の 照屋 華 子 と岡 田恵 子 の 著 した 「ロ ジ カル ・シ ンキ ン グ」 よ りさ らに数

年 前 の1999年 に,同 じ くマ ッキ ンゼ ー社 のバ ーバ ラ ミ ン トが 「ピ ラ ミッ ド原 則」(5)を 発 表

した。 邦 訳 の 題 名 は 「考 え る技 術 ・書 く技 術 」 だ が,本 質 的 には 「ロ ジ カ ル ・シ ンキ ン グ」

で あ る。当然 の こ とだが そ こ で も一 切 ロ ジカル ・シ ンキ ン グ と い う言 葉 は使 わ れ て いな い。

(3)ロ ジ ック ・ツ リー と 「MECEの 法 則 」

ロ ジカ ル ・シ ンキ ング の 中核 的手 法 は,ロ ジ ック ・ツ リー(図2)で あ る。そ の 言 葉 は,

昔 か ら使 わ れ て きた もの で,あ る問 題(テ ー マ)を 分 析 す る に当 た って,そ れ を 複 数 の サ

ブ ・テ ー マ に分 解(あ るい は 分 割)す る。そ れ ぞ れ の サ ブテ ー マ を 更 に分 解(分 割)し て,

サ ブ ・サ ブテ ー マ を 作 って い く手 法 で あ る。 「ピラ ミ ッ ド原 則 」(図3)も ま った く同 じ考

え で あ る。

マ ッキ ンゼ ー 社 は,「MECEの 法 則 」 とい う分 割 の基 準 を作 った。単 な る思 いつ きで 分

解(分 割)し て い って は論 理 的 な ツ リー 構 造 にな らな い と い う考 え 方 か らで あ る。

「MECE(ミ ッシ ー)」 とは"MutuallyExclusiveCollectivelyExhaustive"の こ とで,

「それ ぞれ が 重 複 す る こ とな く,全 体 集 合 と して モ レが な い」 とい う意 味 で あ る。

「MECEは 単 純 な集 合 に 関 す る概 念 で あ り ビ ジネ ス に お け る問 題 分 析 を行 う上 で 重 要

な考 え方 で あ る。

Mutually=相 互 に,Exclusive=排 他 的で,Collectively=集 合 的 にExhaustive=網 羅 的
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図2ロ ジックツ リー法概念図

図3ピ ラ ミッ ド原則概念図

要 す る に 「MECEの 法 則 」 と は,複 数 に分 解 され た サ ブ ・テ ー マ が,お 互 い に重 複 す

る こ とが な く(こ れ を排 他 的 とい う),テ ー マ を漏 らさず に カバ ーす る とい う こ とで あ る。

口や文 章 で述 べ るの は簡 単 だ が,こ れ を分 割 の 際 「厳 守 せ よ」と な る と,な か な か 難 しい。

2.3分 割 法 とは 何 か?

(1)偉 大 な るサ ン ー3一

扇屋 正 造 の著 書 「現 代 文 の 書 き方」 に 「3と い う数 字 の 神 秘 」 と い う章 が あ る。 ま た飛
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岡健 の 「3の 思 考 法 」,「もの の見 方 考 え 方 表 し方 」(6)で も,3と い う数 字 が 持 つ 神 秘 性 ・

偉 大 性 を記 述 して い る。 そ れ はだ い た い 次 の よ うな 事 柄 で あ る。

① 「3つ の こ と を話 し ます 」 と言 って 話 す と,聴 き手 の 「受 容 力 」 が 増 す

②3つ の 事 柄 は 「記憶 に残 りや す い」(標 語 は3つ の キ ー ワー ドで)

⑧3つ は最 も安 定 し た数 字 で,あ ら ゆ る事 柄 は3つ で 表 現 可 能 で あ る

しか し,残 念 な が ら これ を 科 学 的 に実 証 した 文 献 は見 当 た らな い。 いわ ゆ る経 験 か ら割

り出 した説 で あ るが,筆 者 は大 学 で 数 千 人 の 学 生 に実 験 して み た 。 そ して,こ の 考 え 方 が

有 効 で あ る と確 信 した。「報 告 書 は必 ず3つ に ま と め よ」と指 示 した 元 伊 藤 忠 商 事 会 長 の瀬

島龍 三(7)の 話 は有 名 で あ る。

(2)ロ ジ ック ・ツ リー か ら3分 割 法 ワ ー ク シ ー トヘ

シス テ ム エ ン ジニ ア が シ ステ ムを 構 築 す る際 必 ず 記 述 しな けれ ばな ら いの が 「シ ス テ

ム設 計書 」 で あ る。 この シ ステ ム設 計 書 を どの よ う に記 述 す るか?と い う絶 対 的 な基 準 は

存 在 しな い。 しか しコ ン ピュ ー タ の ソ フ トウ ェア を 「どの よ うな 構 造 で 」「どの よ うな 処 理

を」 「なぜ そ の よ うな処 理 をす る か」 を正 確 に記 述 す る こ とは必 須 条 件 で あ る。

か つ て 構 造 化 設 計 が 騒 が れ た 時代,IBM社 は 「Hipo(ハ イ ポ)」(8)と い う設 計 書

の書 き方 の基 準 を示 した こ とが あ る。こ の書 き方 は,全 体 構 造 を 階 層 的 に区 分 け して い き,

最 終 的 には1個 の プ ロ グ ラ ムモ ジ ュー ル まで 分 解 して い く方 法 で あ った 。 ま さ し くロ ジ ッ

ク ・チ ャー トを設 計 書 の 基 本 に持 って きた 画 期 的 な 記 述 法 で あ った 。 しか し,コ ン ピュ ー

タユ ー ザ で,Hipoを 自社 の 標 準 に した 会 社 は皆 無 に近 か った 。 そ の 理 由 は,分 割 の 数

を 自由 に した た め,逆 に複 雑 化 を招 い た た め で あ る。今 や 画 期 的 な 記 述 法 は伝 説 と化 した。

筆 者 が考 案 した の は,(1)の3項 目 の効 用 を,ロ ジ ック ・ツ リー法 に適 用 した こ と で あ

る。

これ が筆 者 が,そ の 効 用 を 主 張 す る3分 割 法(図4)で あ る。

① ロ ジ ック ・ツ リー 法(ピ ラ ミ ッ ド原 則)と 「3の 効 用 」 を合 成 させ た

②3分 割 ロ ジ ック ・ツ リー を3分 割 法 ワ ー ク シ ー ト(図5)に す る

⑧3割 法 ワー ク シー ト作 成 の ル ー ル(「MECEの 法 則 」の遵 守 が容 易 に可 能 に な る)
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図43分 割 ロジック ・ツ リー(3に 限定する)

も し,IBM社 の 開 発 したHipoが,す べ て 分 割 を3つ に限 定 した と した ら,よ り画

期 的 な設 計記 述 法 と して,今 で も残 った と思 うが,ど うだ ろ うか?

図5(1):3分 割法 ワーク シー ト(レ ベル2ま での ワー クシー ト)

日付

氏名 市毛 明

1 レベ ル1

1 レベル2

2

3

H

1

2

3

皿

1

2

3
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図5-(2):3分 割 法 ワー ク シー ト(レ ベ ル3ま で の ワー ク シー ト)

1

レベノレ1 1 レベ ル2

(1) レベル3

(2)

(3)

2

(1)

(2)

(3)

3

(1)

(2)

(3)

H

1

(1)

(2)

(3)

2

(1)

(2)

(3)

3

(1)

(2)

(3)

皿

1

(1)

(2)

(3)

2

(1)

(2)

(3)

3

(1)

(2)

(3)

103(501)



第59巻 第2号

(3)3分 割 法 ワ ー ク シ ー ト作 成 で の3原 則

3分 割法 ワー ク シー ト作 成 の ル ー ル と して,筆 者 は 「3分 割 法 の3原 則 」 と い うル ー ル

を作 った(後 年,こ れ が 「MECEの 法 則 」 に酷 似 して い る こ とを 知 った)。

この3分 割 法 の 原 則 を 筆者 が 考 え た の は,ま だ わ が 国 に 「MECEの 法 則 」 が 紹 介 され

る前 で あ る。 しか し,い か に両者 が 酷 似 して い るか 両 者 を 比 較 した ら分 か る はず で あ る。

とい う こ とは,と り もな お さず,3分 割 法 は ロ ジ カル シ ンキ ン グの1技 法 で あ る こ とが わ

か る。

3.3分 割 法Eラ ー ニ ング とは 何 か?

(1)手 法 は頭 で な く体 で 思 え な くて は使 え な い

世 の 中 に手 法 と称 す る もの は数 多 く存 在 す る。 主 と して 発 想 法 と して 括 られ る もの が 多

い が,川 喜 田二 郎 の 「KJ法 」(9)が 有 名 で あ る。 そ の ほか 中 山正 和 の 「NM法 」(10),

ケ プナ ー と トリゴー に よ る 「ケ プナ ー ・ トリゴー 法 」(11)な どで あ る。

しか し,こ の 種 の 「手 法」 とい う もの を 真 に活 用 す る こ と は,容 易 で はな い。 その 名 前
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や効 用 を知 識 と して 持 って い る人 は数 多 くい る。 だ が,そ の 手 法 を 使 い こな して 成 功 した

とい う事 例 を あ ま り聞 い た こ とが な い。 つ ま り手 法 と い う もの は,

① 基本 的 に1つ の知 的手 法 を,完 全 に身 に つ け る(体 得 す る)こ とが,重 要 で あ る。

② 知 的手 法 は,知 識 と して覚 えて も役 に立 た な い 。 「知 って い る」 だ け で は,逆 に マ イ

ナ ス に な る場 合 も あ る。

⑧ 知 的手 法 は,無 意 識 にで も 自在 に使 え る よ う に す るべ きで あ る。 武 道 の 達 人 や ス ポ ー

ツ の プ ロ の よ う に。

上 記 の3つ は,筆 者 が 数 多 くの 手 法 の 研 修 を 受 け,実 際 にそ れ を 使 用 した 経 験 か ら主 張

す る こ とで あ る。 シ ン プル な 手 法 で あ って も,無 意 識 に どん な 場 合 で も活 用 で き る こ とが

大 事 な の だ。 言 い換 え れ ば 「体 得」 す る こ とで あ る。 だ が,体 得 す る方 法 が 問 題 で あ る。

(2)コ ーチについて トレーニングが必要

上記(1)の ③で 「知的手法は武道の達人やスポーツのプロのように」と記述 したが,

武道の達人やアス リー トたちが道を極めるためには,ど ういうプロセスを辿ったかを考え

る必要がある。彼らは,コ ーチについて基本を叩き込まれ,訓 練に次 ぐ訓練を してきた。

知的手法 と言え,ト レーニングを経ず して体得 しようとするのは不可能である。そこで

筆者が考案 した「寺子屋式3分 割Eラ ーニ ング」と名付けた トレーニング方法を紹介する。

①3分 割法体得の目的は 「MECEの 法則」を完壁に理解 し,そ の上で分かりやすい文章

の書き方を習得すること

② コーチは,「課題出題⇒作品評価⇒評価とコメント」を時間を掛けて繰 り返 し,少 人数

のグループ単位で作品,評 価,コ メントを公開する

⑧ 受講者は最初に知的手法の受容のため,「素直な気持ち」になる必要がある

(3)3分 割 法Eラ ー ニ ン グの 方 法

筆者 が 数 多 くの 実験 を 重 ね て,最 も効 果 的 と考 え られ る3分 割 法 の トレー ニ ング方 法 は,

次 の よ うな もの で あ った。

① 寺 子 屋 式Eラ ー ニ ン グ

1)6人 の グル ー プ を作 る。同 じ会 社 内 の社 員 を教 育 す る場 合 は,だ いた い似 た よ うな ポ ジ

シ ョンの人 で グル ー プを 作 る。

2)研 修 期 間 は約6か 月 。 最 初 の キ ックオ フ と中 間,最 終 に集 合 教 育 を行 う。
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3)集 合教育では,3分 割法の理論を講義 して,簡 単な実習 とその公開講評を行 う。

4)集 合教育で教えた理論を体得するために,メ ールで課題を出題する。

5)受 講者6人 は課題作品提出日まで課題に取 り組む。一般にその期間は2週 間としている。

6)締 切 日までに,受 講者は課題作品を講師に添付 してメールで送 ってくる。

7)講 師は,受信した各メンバーの作品を綿密にチェックして,約1週 間後の評価 日までに,

評価点,詳 細なコメン トを付けて,全 メンバーの作品 ・評価点 ・コメン トを一括 してメン

バー全員に送信する。また評価一覧表・評価基準・総評などのファイルも同時に送信する。

要するに6人 のメンバーは全員が,す べてを知ることになる。

8)4)か ら7)までを次回の集合教育まで5回 から6回 繰 り返す。

9)最 終の集合教育は,中 間集合教育ですでに指導 した 「3分割法による問題分析」の最終

課題の作品を発表する。 メンバーが同 じ企業の社員の場合,だ いたい 「会社の問題とその

解決策」 という提案作品になる。 したがって必ずその企業の経営者たちが参加 して,終 了

後そのテーマでディスカッションすることになる。

② 寺子屋式Eラ ーニングの効果

1)ス ター トはきわめて易 しい課題からトレーニ ングを始める。しかも文章を書 くことが苦

手 と思 っている人でも,意 識せずにすらすらと長文を書 くことが可能な 「市毛マジック」

を体験 してもらう。 この効果は絶大であ り,苦 手意識克服とともに数多 くの副産物を得る

ことができる。

2)メ ンバー全員の作品 ・評価 ・コメントを同一グループの受講者が読むことができる。こ

れは予想以上の効果である。 まず他人のふ り見て我がふ り直せ。メンバー同士が深 く理解

しあい,同 士意識が強化される。そ して素直な競争意識である。ただ し,長 い実験の結果

から,グ ループのメンバー数の最適値は5名 から6名 であることがわかった。自分以外の

5人 の作品を読むのがだいたいの限度である。これ以上になると,他 人の作品を読むこと

自体を放棄する例が多 くなる。 さりとて4名 以下となると少なすぎる。サンプル数が少な

くて効果が半減するからである。

3)寺 子屋という教育方式は,先 生に対 して複数名の子供たちが取 り囲んで,複 数なが ら先

生 と生徒は1対1の 関係を保つ。誰かを先生が教えた り,褒 めた り,叱 った りするのを身

近な関係で見 ること ・聞 くことができる。ここまでは無理だが,ネ ットを使ってそれにで

きるだけ近づけようと考えた結果,こ の方式が最善と考えた。
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,'受 講 者
'

、

、

、

'

③図7:寺 子屋式Eラ ーニ ングの抽象図

1)受 講者か ら講師への送信は,個 別的送信

2)講 師か ら受講者への送信は,一 括配信

3)講 師か ら受講者個人に例外的に個別送信を行 うこともある(個 人的ア ドバイスなど)

H.3分 割法 による文章作成技法

1.3分 割 法 ワー ク シー トか ら文 章 作 成 の プ ロセ ス

3分 割 ワー ク シー トを まず 書 く。 筆者 の 提 唱 す る3分 割 法 は,い か な る場 合 で も3分 割

ワー ク シー トを 書 くこ とが 大 前 提 で あ る。そ して次 の よ うな プ ロセ ス を経 て文 章 化 を行 う。

(1)自 分 で満 足 で き る3分 割 法 ワー ク シー トを完 成 す る。

(2)レ ベ ル3ま で の ワ ー ク シー トな ら,レ ベ ル1と レベ ル2(レ ベ ル記 号 も含 め て)

は,文 章 の 小 タイ トル(小 見 出 し)と して使 う(レ ベ ル2な ら レベ ル1だ け)。

(3)レ ベ ル3の1行 を,原 則 と して1パ ラ グ ラ フ(段 落)と す る文 章 に す る。

(1)自 分 で 満 足 で き る3分 割 法 ワ ー ク シ ー トの完 成 す る

「満 足 で き る3分 割 法 ワ ー ク シー ト」と は何 で あ ろ うか?当 然,3分 割 法 の ル ール に従 っ

て い る こ とで あ る。 た だ ど う して も,初 心 者 に は これ が き ちん とル ー ル に沿 って い るか ど

うか,自 分 で は 判 断 で きな い の が 普 通 で あ る。 した が って,そ れ を 指 導 す る コー チが 必 要

にな る。 しか し,コ ー チ を で き る人 は,筆 者 と ご く限 られ た 人 た ちだ けで あ る。 現 時 点 で

は,自 分 で 学 び 自分 で 習 熟 す る ほか 道 はな い。 そ こで 可 能 な 限 りル ー ル に沿 った3分 割 法

ワー ク シー トを 書 く場 合 の 心 得 を 記 述 す る必 要 が あ る(こ こで は レベ ル3ま で の3分 割 法
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ワー ク シー トを 取 り上 げ る)と 考 え た。

① まず レベ ル1の3つ の項 目の 設 定 は,こ の ワー ク シー トに よ って 書 か れ る文 章 を 誰

に,何 の 目的 で,何 を 訴 え るか?を 念 頭 に置 いて 行 う こ と。

② レベ ル1の 設 定 が 済 ん だ ら,そ れ ぞ れ の レベ ル2も ① と 同様 な 気 持 ちで 行 う こ と。

た だ し,9つ の項 目が 「MECEの 法 則 」 で 分 割 され て い る こ とを,き ちん と チ ェ

ッ クす る こ と。 レベ ル1,2の 項 目 は,包 括 的 ・抽 象 的 表 現 で よ い。

③ 最 少 項 目の レベ ル3は,具 体 的 で読 ん だ 人 が,脳 裏 に明 確 な イ メー ジを 浮 か べ られ

る よ う に記述 す る こ と。

そ して,あ とは 良 い作 品 の3分 割 法 ワー ク シー トを 参 考 にす る しか な い。 次 頁 の サ ン プ

ル(図8)は,筆 者 が 指導 した 受 講 生 の 中か ら選 ん だ 。

しか し,こ れ だ けで は体 得 は難 しい だ ろ う。 一 応3分 割 法 ワー ク シー トを 書 くこ とが で

き るが,無 意 識 で も ワー ク シー トを 書 き出 す ほ どの レベ ル に は到 達 で きな い。
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図83分 割法 ワークシー ト優秀作品

『自分 に関するデータベース』

整 理NO.:WDB1-2

氏 名:MR.B.B

(1)○ ○県のかつての炭鉱町に姉と妹 に挟まれた長男として生まれる

1 の幼少時代
00県 □□市 で

(2)5歳 の時5km先 の繁 華街に自転車で行 くも母親 にばれて叱られる

(3)小 学生になっても自転車が好きで帰宅が遅れ母親 に叱られ続ける

(1)中 学時代 は野球に熱 中、生徒会長も務めて今までで一番 のモテキ

1 生い立ち 2
○ ○ 県 □□市 で

の中学・高校時代 (2)高校は地元の県立の進学校。野球部には入らず受験勉強に専念

(3)都会に憧れを持つも、東京は怖いので関西の大学に進学を決意

3
△△の○○大学

時代

(1)世界に出たいと国際関係学部に入学するも、帰国子女が多く劣等感

(2)アルバイトとサークル に熱中し勉学は疎か に。学ぶ悦びを忘れる

(3)世界 は広い、ということだけ理解して学部を卒 業。WDBに 就職

H
社会 人になっ

て

1 TT支 店 時代

(1)配属 はTT支 店。TT市 がIBA県 と初めて知るほど未開の土地

(2)入社1～2年 目は対応不備 によるクレームが多く上司を困らせる

(3)3年 目時に、責任者になりたいと、後輩の教育係も務め準備期 間に

2 SS支 店時代

(1)4年 目に責任者となりSSへ 。人生初の△△△。壮大な景色に感動

(2)初の管理職だが部下と市場に恵まれ業績は好調。目標を大幅達成

(3)次年度も順調に業績達成できるはずが、1年で突然の異動の辞令

3 STM支 店時代

(1)5年 目でSTM支 店の責任者 に。部下の人数も増え、戸惑いの 日々

(2)市場規模も大きくなり、緻密な計画、実行を行わないと通用しない

(3)不安感を払拭したいという思いが強まり一念発起 しWDBUに 入学

皿
私 の プ ライベ
ート・ライフ

1 私の 日常生活

(1)今年から人生初の電車通勤。初めて定期券を購入し電車に乗る

(2)最近携帯をスマー トフォンに替 えメールが億劫になり周囲から批判

(3)自炊をするようシステムキッチンの家を借りるも、コンビニ弁当の 日々

2 私の趣味

(1)よく晴れた休 日はドライブに。一人で気ままな 日帰 り観光を行い楽 しむ

(2)外 出したくないときは家 で読書。休 日は長編文学小説をじっくり読む

(3)平 日の夜は 自宅で晩酌。父親 の影響で水割 りを飲み至福 のひと時

3 私の将来構想

(1)この先しばらくはWDBで もっと活躍したい。活躍できるよう頑張りたい

(2)結婚について現在悩み中。交際相手はいるも結婚に踏み切る勇気無

(3)死ぬ前までには地元○○に帰って実家でゆっくりしたいと漠然と思う

(2)タ イ トル の 重要 性

ロ ジカ ル ・シ ンキ ン グの 真 の 狙 い は 「分 か りや す い表 現 」 で あ る。 分 か りや す い文 章 の

条 件 と して,的 確 な 内 容 を 要 約 した タイ トル が 重 要 で あ る。3分 割 法 ワー ク シー トで の レ

ベ ル1や レベ ル2の 項 目は,文 章 か ら要 約 す る の で な く項 目か ら文 章 が作 られ る の だ か ら,

的確 そ の もの で あ る。
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(3)パ ラ グ ラ フの 重 要 性

パ ラ グ ラ フ(Paragraph)と は,日 本 語 で段 落 と訳 す が,不 正 確 な 日本 語 で あ る。文 章 の

最 小 単 位 は,セ ンテ ンス(文)で,セ ンテ ンス の終 わ りは,口 や回 な どで示 され る。 そ の上

位の単位がパラグラフで,複 数のセンテンスの集合で,纏 まった情報を示す。複数のパラ

グラフの集合が文章である。 日本語では文章と文との区別が不明瞭である。

パラグラフは,書 きだしは必ず1文 字空ける。これを本来,段 落と呼ぶ。パラグラフが

終了 した時は,行 の途中で固(あ るいは?な ど)を 書き,次 のパラグラフは次の行から始

め な けれ ば な らな い。

(3)-1図9文 章 事 例(パ ラ グ ラ フの 意 味)

1.生 い立 ち

1.上 神谷小 学校 ・若 松台 中学校時代

1昭 和42年 春、緑に囲まれた長閑な雰囲気の堺市立上神谷(に わだに)小 学校に入学.1(

1自宅か ら2km程 離れ た小高い山の上に位置 してお り、いつ も道草をしなが ら通っていた。k

クラスの人数は30数 人の2ク ラスだけ。 どの学年 も同 じように2ク ラスで、こじんまりと

した小学校だった.

(

1年 生の2学 期の始まるころだったと思 うが、担任の先生か ら 「学級委員をす るように」

一

■

■

「、
ll

■

■

■

と告げ られた。1家に帰 って母にその ことを伝えると、非常に喜ばれた。1私がその様子を見
■

1

■

■

て驚 くほ どの壼びよ うであった.1過 剰な反応であった とは思 うが、それ ほど壼んで 寸、らえ

1たので私も嬉 しくな り、一生懸命学級委員をやっていた ことを思い出す。1
-一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

)第1セ ンテ ン ス

第1パ ラグラフ
■

■

■

■

レ 第2セ ンテ ン ス

)第3セ ンテ ン ス

1★3つ とは限らない。

■一 煽;二;;ガ]→ 函:璽 璽1矩f簗,
1■_______」

(3)-2:長 いパ ラ グ ラ フの 場 合

パ ラ グ ラ フが 長 くな りす ぎ た場 合 は,適 当 な と こ ろで,段 落 を 付 け る。 中 に は,書 く

こ とに夢 中 に な り過 ぎ て レベ ル3で 長 いパ ラ グ ラ フ を書 い て くる人 が い る。段 落 で 一 呼

吸 す る ので,だ い た い5行(200文 字)辺 りで 付 け るの が 良 い が,機 械 的 に 同 じ行 数 で

区切 る と面 白 くな い。そ の 場 合 の パ ラ グ ラ フ は前 の パ ラ グ ラ フの 内容 を引 き継 ぐ結 果 と
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な る 。

2.文 章作 成 に 際 して 銘記 す べ き9ヶ 条

「自分 は 文章 を 書 くの が 苦 手 だ」 と言 う人 が 意 外 に多 い。 逆 に 「自分 は文 章 を 書 くこ と

に 自信 が あ る」 と 自慢 す る人 も まれ に は い るが,こ れ は経 験 だ が,そ う言 う人 の 文 章 が,

名 文 と思 った こ とは な い。ロ ジカル ・シ ンキ ン グの 観 点 か ら見 た 名 文 の 条 件 は歯 切 れ 良 く,

読 み や す い こ と。 個 々の セ ンテ ン スを2度 読 み 返 す 必 要 の な い こ と(2度 以 上 読 み 返 さ な

い と内 容 が理 解 で きな い)。そ して読 者 の 脳 裏 に明 確 な イ メー ジが 浮 か べ られ る こ とで あ る。

文 芸作 品 の 名 文 とは類 を 異 に し,あ くまで 良 き コ ミュニ ケ ー シ ョンを 目的 と した 文 章 で あ

る。

そ こで,「 文 章 作 成 に際 して銘 記 す べ き9ヶ 条 」 を考 案 した。9ヶ 条 とは,レ ベ ル2ま で

の3分 割法 ワー ク シー トにあ え て 纏 め た 。 記 憶 し易 い こ とを 考 慮 した こ と に も よ る。 考 案

した と言 うが,自 分 の オ リジナ ル で はな く,様 々な 文 献 か ら気 付 いた もの を メ モ した 中か

らの エ ッセ ンス と言 って も良 い(12)。

文章作成 に際 して銘記 すべ き9力 条 市毛明作成

★1

セ ンテ ンス の 留

意点

1 第1条 セ ンテ ンス(文)は短 く書け(複 文 でな く単文で)

2 第2条 文は必 ず主語一つ と述語のセ ッ トで書 け

3 第3条 二 重否定やあいまいな表現は しない こと

★ 皿 表現の留意点

1 第4条 指 示代 名詞,指 示語は,で きるだ け使 うな

2 第5条 接 続詞 はできるだけ使わない

3 第6条 修 飾語は,で きるだけ被修飾語の近 くに

★ 皿
使 って は い けな

い表現

1 第7条 「である調」 と 「ですます調」の混合使用禁止

2 第8条 「・ ・だ った で す」,「 ・ ・か った で す 」 は 禁 止

3 第9条 (… 。)「 … 。」 は(・ ・)。 「 ・ ・ 」。

図10:9力 条 の 目次
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★1.セ ンテ ン ス(文)の 留 意 点

第1条:セ ンテ ンス(文)は 短 く書 け(複 文 で な く単 文 で)

センテンスは,で きるだけ短い方が良い。50文字が目安。朝 日新聞のコラム 「天声人語』

は,誰 にでも読みやす く,わ かりやすい。また複文はできるだけ避ける。複文とは,英 語

なら関係代名詞が含 まれる文章だ。

一一 つた一 一 一[:1潔:lll

上の例のような短い複文は,わ ざわざ単文に分解 しな くてもよいが,50文 字以上の複文

は単文 に分 けたほうが,わ かりやすい。

日本語の特徴は,文 を最後まで読 まないと正 しく理解できない場合がある。長い文だと

どうしても読者 に負担を掛 ける。下の例は,短 い例だが,そ れでも最後まで読まないと正

確な意味がわからない。 これが長い文ならば推 して知るべ しである。

① 私の妻は,私 が家を出るとき,「今夜は早 く帰 って来てね」 と言 た。

② 私の妻は,私 が家を出るとき,「今夜は早 く帰 って来てね」 と言わなかった1。

③ 私の妻は,私 が家を出るとき,「今夜は早 く帰 って来てね」 と言い続けた1。

第2条 文は必ず主語一つと述語のセットで書け

よ く主 語 を省 く例 を 見 か け る。 文 学 的 な 表 現 と異 な り,ビ ジネ ス文 章 は,誤 解 を 招 か な

い よ う に必 ず主 語 を 入 れ,し か も主 語1個 に述 語1個 の セ ッ トで書 く こ とだ。単 文 な らば,

必 ず,こ の セ ッ トにな る。

第3条:二 重否定⇒曖味な表現は避けること

「… と いえ な い こ とは な い」 とか 「そ う考 え られ な い こ と もな い」 は二 重 否 定 。 「そ う

い って もい い ん じ ゃな い か?」 な ど はあ い ま いな 表 現 。 いず れ も 「言 葉 を 濁 す 」 と いわ れ

る。 会 話 で使 う表現 だ か ら,文 章 で は出 て こな いの が 普 通 で あ る。

★II.表 現 の留 意 点

第4条:指 示 代 名詞,指 示 語 は,で き るだ け使 うな

「これ 」 「これ ら」 「それ 」 「そ れ ら」 「こ の」 「そ の 」 「この よ うな」 「そ の よ うな 」 ま た は

「前 者 」 「後者 」 な どの 指 示 代 名 詞,指 示 語 は,で き るだ け使 わ な い こ と。 読 む 人 は,必 ず
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指示代名詞や指示語が何をさしているのか考え,読 み返すだろう。読者に負担を掛けるこ

とは避 けなければならない。

第5条:接 続 詞 はで き るだ け使 わ な い

ム ダ な 接続 詞 は,で き るだ け省 く。「彼 は,頭 が よ く,そ して また 努 力 も した 。 したが っ

て成 績 も よか った の で あ る」 な ど は冗 長 。 これ を 「彼 は頭 が よか った 。 努 力 も した。 成 績

も よか った」 で よい。 そ の ほ うが 力 と リズ ム感 の あ る文 章 にな る。

第6条:修 飾語は,で きるだけ被修飾語の近 くに

修飾語は,被 修飾語の近 くに置 く。 ビジネス文書では,形 容詞は使わない。感覚的表現

は不要である。

「美 しい私の姉の友人のA子 さん」 という表現は,

① 私自身が美 しい。

② 私の姉が美 しい。

③ 姉の友人のA子 さんが美 しい。

と3つ の解釈ができる。 もし①ならば

「魎]の,姉 の友人のA子 さん」と書 くべきだが,自 画自賛する人間はあまりいな

い か ら① を 想像 す る読 者 は 少 な い だ ろ う。 も し② が正 しけ れ ば,1私 の 美 しい姉 の,1友 人 の

A子 さん。 も し③ が正 し けれ ば,私 の 姉 の 友 人 の1美 しいA子 さん1と書 くべ きだ ろ う。

★ 皿.使 って は い けな い 表 現

第7条:「 で あ る調 」 と 「で す ま す調 」 の混 合 使 用 禁 止

若い人の文章 に多いが,今 まで 「である調」だったのに,急 に 「ですます調」に変わる

ことがある。 もし,自 分の文章を読み直 したら,不 自然に感 じるはずだ。その違和感を感

じないのは,人 の書いた文章を読んでいないからだろうか?幼 稚な文章の典型。

第8条 「・ ・だ っ た で す 」,「 ・ ・か っ た で す 」 は 禁 止

本 田勝 一 氏 の 「日本 語 の 作 文 技 術 」(朝 日文 庫)で,本 田氏 は 「さぼ り敬 語 」 と言 って い

る。 「彼 に夕 食 を ご馳 走 に な りま したが,と て も美 味 しか った です 」 「彼 とUSJに 行 って

き ま した。 と って も ドキ ドキ だ った で す が,楽 しか った で す 」 な ど。 会 話 な ら別 に不 自然

で な い が,文 章 にす る と幼 稚 に感 じる。 元 来,「 ・・だ った」 「・・か った」 は 「で あ る調 」
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の文 末 だ が,そ れ に 「で す 」 を 付 けた わ けで 「さぼ り敬 語 」 と言 わ れ て も仕 方 が な い。 一

般 に 「で す」 の前 には体 言(名 詞)が くる。 例 え ば,「 彼 に 夕食 を ご馳 走 に な りま した が,

とて も美 味 しい お料 理 で した 」。

第9条(…Q)「 … 。」 は(・ ・)。 「・ ・」。 で

閉じカッコとは,口 や口 や國などがあるが,そ れ自体が口 を含んでいると考えること。

とい って も,古 い 文献 な ど に は,「 ・ ・ ・ … 。」 と記 載 して い る例 を 見 る こ とが で き

る。 必 ず し も絶 対 的 な もの で は な い が,現 代 で は,閉 じカ ッ コの ま え に口 を 入 れ る例 は,

例外と考えられ,違 和感を感 じさせるから禁止。

3.市 毛 マ ジ ッ ク とそ の正 体

(1)市 毛 マ ジ ッ ク

初 め て3分 割 法 に接 す る人 の 大 半 は,3分 割 法 の 効 用 に疑 いの 目を 持 つ 。 そ れ を体 得 し

な けれ ば な らな い ほ どの効 用 を 果 た して 持 って い るの か?と い う疑 問 で あ る。 そ こで,筆

者 は,必 ず どん な 人 で も 「これ は凄 い 」 と思 わ せ る仕 掛 けを 作 った 。3分 割 法Eラ ーニ ン

グは長 丁 場 で あ る。 大 学 の1年 生 に実 験 的 に教 え て み る と,筆 者 が 予 想 した 以 上 の 効 果 が

確 認 され た。 今 まで生 まれ て か ら,こ の か た 文 章 な ど400字 詰 め の 原 稿 用 紙1枚 書 くの

が精 一 杯 の 大 学 新 入生 が,3分 割 法 ワー ク シー トさえ 作 れ ば,4,000字 程 度 の レポ ー

トを軽 々 と書 くこ とが で き る よ う にな る。 この 論 文 で は,凄 さを 実 例 で 示 す こ とが で き な

い が,い つ しか 学生 た ちは,3分 割 法 を 「市 毛 マ ジ ック」 と呼 ぶ よ う にな った 。

(2)市 毛 マ ジ ック体 験 記

筆 者 は現 在 某 特 殊 大 学 院(13)で 「ロ ジカ ル シ ンキ ング3分 割 法 」 の講 義 を 行 って い る。

受講 生 た ちは,名 の通 った大 学 の理 工 系 の修 士 や博 士 課 程 修 了 者,博 士 が ほ とん どで あ る。

彼 らは,実 験 報 告 書,卒 業 論 文,修 士論 文,博 士 論 文 や 学 会 誌 へ の 寄 稿 論 文 を 書 い た経 験

の持 ち主 で あ る。 彼 ら に3分 割 法 ワー ク シー トを 作 成 して も ら い(も ち ろん 筆 者 が チ ェ ッ

ク して),彼 らが 修 正 した ワー ク シー トを 使 って,60分 間 に何 文 字,文 章 が 書 け るか の 実

験 を試 み た。 結 果 と して は,平 均3,000文 字,最 高 は5,500文 字 。 ま っ た く訓 練

を して い な い ぶ っつ け本 番 で あ って こ うな の だ か ら,訓 練 す れ ば,60分8,000文 字

は 可 能 で あ ろ う。 原稿 用 紙 に して20枚 で あ る。60名 の 受 講 者 の 平 均 的 な 感 想 を要 約 し

て み る と,次 の3つ が 挙 げ られ る。
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① 「やってみるまでは,市 毛マジックとは?と 単純な興味と少 しの疑心」

② 「文章を実際に作成 してびっくり!こ んなの初めて一時間ほどで4000文 字」

③ 「市毛マジックの正体判明。今までにはない文章の量を打ち込む。驚愕 した」

(3)市 毛 マ ジ ックの 正 体

自分 で 満足 で き る3分 割 法 ワー ク シー トさえ で きれ ば,そ れ を 文 章 化 す るの は上 記 の 感

想 文 の よ う に簡 単 で あ る。 い った い そ の 訳 は何 か?そ れ は次 の3つ に要 約 で き る。

①3分 割 法 ワ ー ク シー トを見 て書 け ば,後 戻 り しな い で文 章 が書 け る。

② レベ ル3の 内容 が 濃 密 で あ れ ば あ る ほ ど,連 想 が湧 き,文 章 も湧 い て く る。

③ 完 全 な3分 割 法 ワ ー ク シー トが完 成 す れ ば,書 き た い レベ ル3か ら書 い て,あ とで

編 集 す れ ば良 い(論 文 の場 合 な ど有 利)。

結 果 的 に,意 識 的 に字 数 を 制 限 しな い と,い くらで も書 け る こ と にな る。 場 合 に よ って

は,冗 長 感 を読 者 に与 え る可 能 性 が あ る。 しか し,今 まで 原 稿 用 紙1枚 も書 けな か っ た人

が,ス ラス ラ書 け る よ う にな る こ と は,そ の 人 に絶 大 な 自信 を 与 え る こ と にな る。

皿.3分 割法 による問題分析 ・プ レゼ ン技 法

1.問 題 分 析 テ ンプ レー ト

(1)問 題 と は何 か?

「問題 」 とは 「目標 」(か くあ る べ き状 態 ・姿)と 「現 状 」 の 差(ギ ャ ップ)だ とす る考

え 方 が 定 説(14)で あ る。 今 社 会 は 問 題 に 満 ち溢 れ,企 業 は,こ れ もま た 問 題 の 塊 で あ る。

新 聞 の1面 には,必 ず 「・ ・問 題」 の 字 に満 ち溢 れ て い る。 尖 閣 島 問 題,竹 島問 題 や オ ス

プ レイ 問題 な どな ど。 た だ し 「か くあ るべ き状 態 」 が 人 に よ って 異 な るた め,正 確 な 問 題

の特 定 化 は意 外 に難 しい。

しか し,企 業 の よ う な組 織 体 で あ れ ば,企 業 の発 展 ・維 持 の た あ に,「今,何 をす べ き か?」

「今,企 業 は か くあ るべ き 目標」に 向か って一 致 団結 して進 ま ね ば な らな い。また 個 人 で も,

将 来 へ の 目標(あ るい は理 想 ・憧 れ)を 持 って い るの が 普 通 で あ る。

明確 な 目標 とそ れ に対応 す る明確 な現 状 が あ って,初 め て 問 題 が 明 確 に把 握 され る。 ど

ち らか が 曖 昧 だ と,必 然 的 にそ の 問 題 は曖 昧 な もの にな る。 理 想 的 に は,目 標 も現 状 も数

値 化 され れ ば理 想 的 だ。 目標 達 成 の た め に努 力 した 場 合,そ の 進 捗 度(達 成 度)が 何 パ ー

セ ン トと明示 で き るか らで あ る。
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例1:目 標 一今 年 の 年 間 売 上 高10億 円

現 状=6ヶ 月経 過 したが3億 円 しか 達 成 して いな い。

問題 一 この ま ま行 く と あ と半 年 で10億 円 の 目標 達 成 の 可 能 性 が 低 い。

例2目 標=体 重 を1年 後 に70キ ロ にす る。

現 状 一3ヶ 月経 過 し たが,相 変 わ らず90キ ロの ま ま

問題 二 あ と9ヶ 月 で20キ ロ減 量 で き るか 危 う い。

と こ ろが,次 の よ うな 目標 と現 状 は,明 確 な 問 題 を 認 識 で きな い。

例3:目 標=職 場 の 雰 囲 気 を明 る くす る。

現 状=誰 が 見 て も暗 い職 場 で あ る。

問題=明 る い とか 暗 い とか 感 覚 的(主 観 的)で 達 成 度 が 測 れ な い。

例4:目 標=今 年 の 年 間 売 上 高10億 円 。

現 状=昨 年 の 年 間 売 上 高 は9億5千 万 円 だ った。

問題:一 見,目 標 と現 状 の 差 が5千 万 円 あ り,一 見,問 題 の よ うに思 わ れ る が,

昨 年 は昨 年。 今 年 は今 年 で あ って 問 題 で はな い。

(2)問 題分析とは何か?

「問題分析」とは,な ぜ問題が起こったかの原因を追求 して 「根源的原因」(本質的原因)

を把握することである。把握できれば解決策は自ずと生まれて くるであろう。 トヨタの5

回なぜ?を 繰 り返す運動は有名である。問題の発生原因は,な ぜを5回 も繰 り返 して追求

すれば,ほ ぼ根源的(一 本質的)な ものに遡れるはずだという考えである(15)。

問題分析 とは,こ の原因追求を意味する。解決策とは,こ の根源的(本 質的)原 因の反

転(ま たは除去)で ある。

(3)問 題 分 析 テ ン プ レー トと その 役 割

筆 者 は,問 題 分 析 の プ ロセ スを パ ター ン化 した 「問 題 分 析 テ ン プ レー ト」 を 数 人 の 仲 間

た ち(16)と 考 案 した。(下 図ll)が そ の テ ン プ レー トで あ る。
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問題分析 テ ンプ レー ト

1 問題

1 目標 「か くあ りた い(か くアルベ きで ある)=理 想案 」or「 目標」 は何 か?

2 現状 理想案or目 標に対応 した現実 の状態(=現 状)は どうなっているか?

3 問題の影響 目標 と現状のギャップを放置 していたら、 どうなるか?

皿

原因

追求

1 直接的原因 そのギャップを生んでいる直接的原因は何か?

2 本質的原因 その直接的原因の裏にある本質的 ・根源的な原因は何か?

3 解決策 その本質的原因を除去or緩 和するには、何をしなければな らないか?

皿 具体策

1 実行方法 解決策を実行に移すための具体的な方法 ・計画を述べなさい。

2 必要資源 実行のために必要な資源や、条件を明示 しなさい。

3 期待効果 その具体策が実現すれば、 どのような効果が期待 されるか?(効 果)

図11問 題分 析テ ンプ レー ト

そ して そ の 役 割 と して は,

① 上 記 の テ ンプ レー トは,あ くま で ロ ジ カル ・プ レゼ ンテ ー シ ョ ンの た め の ツー ル で あ

って,こ れ を使 って 問題 分 析 を行 うの で な い。

② こん な レベ ル2ま で の3分 割 法 ワー ク シ ー ト ・テ ンプ レー トで 複 雑 な 問題 分 析 を しよ

う と考 え るの は無 理 で あ る。

③ この テ ンプ レー トに従 って プ レゼ ンテ ー シ ョ ンを行 え ば,聴 く側 は,話 す 側 の 意 図 を

よ く理 解 で き,納 得 で き る。 これ が ロ ジ カル ・プ レゼ ンテ ー シ ョ ンで あ る。

2.ロ ジカ ル ・プ レゼ ン テー シ ョン

(1)ロ ジ カ ル ・プ レゼ ン テ ー シ ョン の条 件

この論 文 の 冒 頭 で 記述 した よ う に,「 ロ ジ カル ・シ ンキ ン グ」 と は,本 来 は 「ロ ジ カ ル ・

コ ミュニ ケ ー シ ョン」 で あ る。 編 集者 の 発 想 か と思 わ れ るが,誤 解 を 生 む 代 わ りに,一 一世

を風 靡 す るネ ー ミン グ とな った。 ま さ に 日本 人 好 み の ネ ー ミン グで あ った が,誤 解 も生 ん

だ。ロ ジカ ル ・プ レゼ ンテ ー シ ョンは ロ ジ カル ・コ ミュニ ケ ー シ ョンの 中の1分 野 で あ る。

・一 ミー シ・ンーE騰1:1三
シ。ン
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ス ピー キ ン グや ス ピー チ ン グ と は,相 手 に話 して 分 か って も ら う こ とだ が,プ レゼ ン テ

ー シ ョンは
,そ れ に加 え て,相 手 に行 動 して も ら う(ア ク シ ョンを 取 る意 思 決 定 を して も

ら う)こ とで あ る。

① ロ ジカ ル ・プ レゼ ンテ ー シ ョンの 真 の 目的 は,「 問題 分 析 テ ンプ レー ト」 の 皿 の 「具 体

策 」 を意 思 決 定者(ト ッ プや 顧 客)に 認 め て も ら う こ とで あ る。

② そ こを い か に ロ ジカ ル に納 得 して も ら うか?が 勝 負 で あ る。

③ 「問 題 分 析 テ ンプ レー ト」 の ツ ール と して の 目的 は そ れ で あ る。

とい う こ とは,何 度 も言 うよ うに,「 問題 分 析 テ ンプ レー ト」 を使 って,問 題 を分 析 す る こ

とを期 待 して は い けな い。 しか し,「 問題 分 析 テ ンプ レー ト」 を使 うこ とに よ って,今 まで

曖 昧 だ った 問 題 の 構造 が,明 確 にな り得 る。 そ して 「問 題 分 析 テ ン プ レー ト」 を 使 い慣 れ

る こ と に よ って,日 本 の ビ ジネ スマ ンの 欠 点 で あ る 「現 状 説 明 を 必 ず 原 因 説 明 か ら行 う」

とい う悪 弊 を 矯正 す る こ とが で き る。 この 悪 弊 が,プ レゼ ンテ ー シ ョンの 説 得 性 を いか に

弱 め て い るか を 彼 らは認 識 して い な い。

(2)問 題 分 析 ワ ー ク シ ー ト

問題 分 析 テ ン プ レー トを 使 って,問 題 分 析 ワー ク シー トを 作 る。 そ れ を 使 って,プ レゼ

ンテ ー シ ョ ンを行 う(図12)。 自分 の 提 案 を,意 思 決 定 者 に納 得 させ る典 型 的 な ツー ル が こ

れ で あ る。 まず 「問題 分 析 ワー ク シー ト」 を 紹 介 しよ う(図13)。

問題分析テンプレー ト

¶7

独 自の 問題分析 で

解決策 ・具体策を練

ってお く

完成 した問題分

析ワークシー ト
"

〆 、

提 案者(プ レ

ゼ ンター)
㌧ ノ

〉 〉蝉徽;才 シ 〉

図12:問 題分析 ワー クシー ト作成抽象図
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「問題分析対象のテーマ」

1 問題

1 目標

2 現状

3 問題の影響

皿 原因追求

1 直接的原因

2 本質的原因

3 解決策

皿 具体策

1 実行方法

2 必要資源

3 期待効果

図13:問 題 分 析 ワー ク シー ト

★問題分析 ワークシー ト・レベル2の 内容記入上の注意事項

① 目標が明確で,具 体策を講 じた時,達 成度が測定できるか?

② 現状は,目 標と内容がきちんと対応 しているか?つ まりピン トが狂っていないか?

(例:目 標が売上高で現状説明は経常利益)

③ 現状説明に,原 因を記述 していないか?

(原因混在の記述は絶対駄目!例:リ ーマンショックで売上は半年たっても目標の

3分 の1)

④ 影響 ・結果 とは問題を放置 していたらどうなるか?を 述べているか?

⑤ 本質的原因が直接的原因の根源(大 本の原因)で あるように記述 されているか?

⑥ 解決策は,本 質的原因に対する処置になっているか?

⑦ 解決策をもし目標に持 って行 ったら,ど うなるか?

(もしそれの方が良い場合は,目 標が曖昧なことを示 している)

⑧ 具体策は解決策の実行策であるが,そ のように記述 されているか?

⑨ 実行方法は,実 際に実行できるような具体的なものになっているか?

(5WIHが 示されているか。全部は書けないにしても)

⑩ 必要資源は,調 達可能か?調 達 自体が問題にならないか?

(これが困難か不可能だとこの具体策はナンセンスである)
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(3)完 成 した問 題 分 析 ワ ー ク シ ー トよ り文 章 と ス ラ イ ド作 成 の プ ロセ ス

完成 した問題分

析 ワークシー ト

(1)文 章 作 成 ロ ジ カル ・ラ イ テ ィ

ン グ

一

(2)ス ラ イ ド作 成 ロ ジ カル ・プ レゼ ン

テ ー シ ョ ン

一一

図14:プ ロセス概念図

3.ロ ジ カル ・プ レゼ ン テー シ ョン事 例

(1)あ る ソ フ トウ ェア会 社 の 問題 分 析 ワ ー ク シ ー ト

『わが社の社員は働 き過ぎている』

整 理No.KCC2-M

氏 名:Mr.K.Y

1 問題

1 目標 週休2日 制完全実行と毎週水曜 日の定時退社 日の導入(例外を除く)

2 現状 社員の半分 が土曜 日に出社している、定時で帰る社員はほぼいない

3 影響 ・結果 作 業 効率 低 下 、工数 算 出の精 度 低 下 、ミス増 加 、モチペーション低 下な ど

H 原因追求

1 直接的原因 作業内容 に対して人と時間が足りていない。技術力が足りていない

2 本質的原因 工数 見積 、スケジューリングが雑 。情 報共 有 が疎 か。無駄 に頑 張り過 ぎ

3 解決策 正 確 な見積 の算 出 とスケジューリング。社 内情 報 共有 。単 純 作業 化

㎜ 具体策

1 実行方法 実作業者 に工数見積をさせる。社 内チャット導入。作業手順書作成

2 必要資源 1フ ロ゚ヅェクト前 後 に整 理す るための 準備 期 間 を設 ける。みん チャ。

3 期待効果 最終的には作業上の無理、無駄が削減され、休めるようになる

図15:問 題分析ワークシート事例

(2)あ るソフ トウェア会社の問題分析ワークシー トから文章へ

『わ が社 の社 員 は 働 き過 ぎて い る』

1.問 題

1.目 標

3分割法の課題で 「個人の問題」として複数挙がっていたように,わ が社の社員は皆働き
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過 ぎて い る。 頑 張 って い る と言 え ば 聞 こえ は良 いが,実 作 業 工 数 と売 上 を 見 比 べ て み る と

恐 ら く頑 張 って い る とい う こ と に はな らな い と思 う。 現 状 で 売 上 を 上 げ る に もマ ンパ ワ ー

不 足 とな るた め,私 が掲 げ る 目標 は 「週 休2日 制 完 全 実 行 」 と 「毎 週 水 曜 日の定 時退 社 日」

の導 入 で あ る。 これ が で きな い よ うで は会 社 と して は良 くて も個 人 の た め に良 くな い。 ま

た,人 に よ って は長 続 き しな い。 た だ し,シ ステ ムエ ン ジニ ア と い う職 業 上 発 生 す る対 応

にお い て 完 全 に施行 で き る と は思 え な い た め,例 外 は認 め た 上 で の 話 とす る。

2.現 状

私 も含 め て の話 に な るが,土 曜 日にわ が 社 の社 員 は半 分 以 上 が 出 社 して い る。 更 に 日曜

に も2～3人 出 社 して い る。 平 日 にお い て も定 時 か ら1時 間 た った19時 にな って も帰 る社 員

は ほ とん どい な い。22時 の段 階 で約8割 の社 員 が残 っ て い る。23時 にな っ た頃 に よ うや く約

3割 とな って い る。 そ の事 実 が わ か って しま って い る私 も 同様 に0時 近 くまで 作 業 を して

い る状 況 で あ る。

3.影 響 ・結 果

常 に1日12時 間 労 働,週 に70時 間 働 く とい う癖 が つ い て い る とい う こ と は,工 数 を見 積

も る際 に,1人 日の 作 業 が どれ ほ どの もの か が わ か らな くな る。1週 間 で 仕 上 げ る と い う

言 葉 が5人 日を 指 す とい う こ とが わ か って いな い と い う こ と にな る。 そ の 結 果 どの よ う な

問題 が起 こ るか?一 つ 目は 時 間 に関 す る認 識 が 甘 くな り,結 果 作 業 効 率 が 落 ち る こ と。 二

つ 目は工 数 見 積 りが正 し くで きな い た め スケ ジ ュー ル 上 の 無 理 に気 付 か な くな る。 三 つ 目

は 時 間 を使 う こ とで解 決 す る悪 循 環 を 繰 り返 す こ と にな る。1日12時 間,週70時 間 の つ も

りで ス ケ ジ ュー ル を 立 て て い た とす る。 で は,突 発 的 な 問 題 が 起 こ った 場 合 に ど うや って

対処 す るの か?結 局更 に残 業,土 曜 だ けで な く,日 曜 も 出社 す る よ う にな る。 私 が 見 て い

る限 りで は恐 ら くわ が 社 の 社 員 は少 しず つ 作 業 時 間 を 増 や して い る と思 わ れ る。 悪 い意 味

で長 時 間 の作 業 に慣 れ て し ま って い るの で あ る。 た だ し,身 体 はそ う は いか な い。 夜 遅 く

に帰 って ご飯 を 食 べ て,少 しの 時 間 しか 睡 眠 を 取 れ な いの で ど う して も不 健 康 な 状 態 に な

って い る と考 え られ る。 元 気 な 社 員 が い な い,む しろ顔 が や つ れ て い る,目 の ク マが 酷 い

とい った社 員 もい る。 忙 しい 時 期 だ けな ら まだ しも,延 々 と この 状 況 な の は良 くな い。

H.原 因追 究

1.直 接 的 原 因

で は何 故 慢 性 的 に 働 き過 ぎ にな って しま うの か?一 つ は プ ロ ジ ェ ク トの スケ ジ ュ ール と

全作 業 内 容 に対 して,人 と時 間 が 足 りて いな いた め で あ る。 二 つ 目 は,人 が いて も技 術 力

不 足 に よ り,想 定 され る作 業 時 間 よ り多 く時 間 を 費 や して しま う こ とが 挙 げ られ る。 三 つ
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目は技 術力 が 高 い 人 に作 業 が 一 極 集 中 して しま う こ と に あ る。 作 業 量 の バ ラ ン スが 取 れ て

い な い こ と も問題 で あ るが,作 業 内 容 の 難 易 度 や 質 を 求 め られ る場 合 の こ と も想 定 され て

い るか を検 討 す る必 要 が あ る。

2.本 質 的 原 因

本 質 的原 因 と して は ス ケ ジ ュー ル を立 て て い る が,ど れ だ け工 数 が か か るか を考 え て の

ス ケ ジ ュー ル で は な く,お 客 さん の 決 め た スケ ジ ュー ル そ の ま まで 調 整 が 行 え て いな い こ

と にあ る。 また,仕 様 が 決 ま って か ら工 数 を 算 出 せ ず に作 業 を 行 って い る こ と も あ る。 す

べ て の プ ロ ジ ェ ク トが そ うだ と はい わ な いが,い つ まで に運 用 開 始 とだ け は伝 え て いて も

担 当者 全 員 に仕 様 が 伝 わ って お らず,プ ロ グ ラマ に工 数 を 出 させ る こ と も怠 って い る。 こ

れ で は実 際 に どれ だ け人 が 必 要 で スケ ジ ュー ル の 調 整 も行 え な い はず で あ る。ま た,「何 を」

「いつ まで に」 「誰 が」 「どれ だ け時 間 をか け て」 「どの よ うな 方 法 で 」 の 情 報 共 有 が で きて

い な い。プ ロ ジ ェク トの メ ンバ が,「誰 が何 を担 当 して い る の か」さえ 知 らな い こ と も あ る。

無 駄 に時 間 が か か って 当 然 で あ る。 そ して 最 後 に技 術 力 の 集 中が 挙 げ られ る。 一 部 の 開 発

力 の あ る社 員 に対 して 作 業量 が 多 くな って い る。 当 然,作 業 待 ちが 発 生 す る上,そ の 後 作

業 か ら抜 けた場 合 に後 か ら質 問 を 受 け る こ と に時 間 が 取 られ る こ と も多 くな る。 これ は最

終 的 に足 の 引 っ張 り合 い に しか な って い な い。 い くら開 発 力 が 高 い人 で も時 間 が 足 りな く

な るの は こ こ に原 因 が あ る。

3.解 決 策

こ れ らの原 因 を解 決 策 は次 の よ うな項 目に な る。

(1)仕 様 実 現 の た め の作 業 に対 す る正確 な工 数 見 積 りを 行 う。

(2)工 数 見 積 りに は調 査 や リス ク も含 め る。

(3)予 定 ス ケ ジ ュー ル か ら適 度 な 要 員 調 整 と スケ ジ ュー ル 調 整 を 行 う。

(4)議 事 録 の作 成 と連 絡 を行 う。

(5)開 発 ドキ ュ メ ン トを 充 実 させ る。

(6)前 任 者 か らの事 前 情報 収 集 を 行 い,問 題 が起 こる前 に現 担 当者 が理 解 す るよ うにす る。

(7)開 発 者 の平 均 的 な技 術 力 向 上 の た め あ くまで も1人1人 日を 作 業 させ る。

(8)担 当外 の作 業 状 況 も把 握 した 状 態 で 作 業 を 行 う。

皿.具 体 策

1.実 行 方 法

具 体 的 な方 法 と して,

(1)プ ロ ジ ェ ク ト発生 時 にWBS(WorkBreakdownStructure)を 作 成 す る。
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(2)仕 様確定時に打 ち合わせを行い,全 担当者が仕様を理解 し,作 業項目の抜けがないよ

うにする。

(3)作 業項 目が出たら,詳 細な作業工数見積 りを行う。工数見積 りには可能な限 りリスク

工数を含むようにする。

(4)工 数見積りができたら,担 当割り振りを行ったスケジュール表を作成 し,予 定と実績

の管理を行 う。

(5)遅 れが出た場合 には,原 因の追及と対処を行い,ス ケジュールと人的 リソースの配分

を見直す。

(6)ま た,社 内のコミュニケーションツールとしてチャットを導入する。チャットはリア

ルタイムでありつつも,ロ グとして記録に残るため後からも確認が取れる。作業上,

手が離せない状況でも後から確認ができる。口頭の会話とメールの間を取った機能と

して利用することができる。

(7)そ して技術力向上 には師弟制度を設けることで高める。師弟制度とは単純に各人に師

匠あるいは弟子,ま たは両方を持つようにし,師 匠が弟子の面倒を見る制度である。

単純に先輩,後 輩と考えるのではな く,責 任を持って後輩を育て,導 く制度が師弟制

度である。平均的技術力を高めるには自分だけができるのではな く,他 の誰かが同じ

ことができるようになることが重要となる。そのため,師 匠はできる限 り弟子に自分

の技術を伝承するようにして,逆 に弟子は師匠の技を盗むようにする必要がある。

(8)そ してこの制度の結果は給料査定にも含めるようにする。

2.必 要資源

開発を行 う上での仕様確認 ミーティングや,詳 細工数算出,ス ケジュール表作成などに

費やす時間が必要となる。時間を短縮するために時間を使うというのは話が合わないが,

人や時間を有効 に利用できていないのを防 ぐことで時間を短縮するためである。チャット

の導入 にはアプリケーションが必要であるため,私 がE.W社 時代に電子辞書開発で導入 し

ていた 「みんチャ」を使用する。状態表示機能,チ ャット機能,ロ グ出力機能があり,リ

アルタイムでかつ,履 歴を残すという点で使い勝手が良い。

3.期 待効果

綿密な工数算出を行った上でのスケジュールとなることにより作業上の無理が減ること

になる。また,チ ャットによるリアルタイムで開かれた情報共有により,社 内全体の知識

が利用できるようになる。調べないとわか らないことが簡単に解決できるようになる。離

れた場所でも大勢で会話をすることが可能となる。その結果作業上の無駄が削減されるこ
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とになる。平均的技術力においては査定がかかった師弟制度によりこれまで以上に熱心に

育てるようになるはずである。結果,作 業上の無理が減るはずである。こういった作業上

の無理や無駄の削減により,時 間に余裕ができるようにな り,休 める時間が作れるように

なる。ただし,目 標となる 「週休2日 制完全実行」と 「毎週水曜 日の定時退社 日」の導入

がす ぐできるわけではない。半年後,あ るいは1年 後に導入を目指 して社員全員の協力の

元,開 発力向上と効率化を目指す必要がある。

以上
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(3)あ る ソ フ トウ ェア 会社 の 問題 分 析 ワー ク シー トか らス ライ ドへ

図16:ス ライドの構成 一

A

わが社の社員は働き過
聾

表題 と発表者名
ぎてい る II.原 因追 求 H.原 因追求 目次

KCC2・N:Mr.K.Y 1.直 接 的 原 因 今 どこを話 して

、「 2.本 質 的 原 因 いるかの意識付

1.問 題 1.問 題 目次 3.解 決 策

1.目 標 今 どこを話 して

2.現 状 いるかの意識付

3.影 響 ・結果

H-1:直 接 的 ll-1:直 接 的 原 因
u

1-1:目 標 ⊥二⊥璽且塁を
原因一 を明確に表示する

●週休2日 制完全実施 明確に表示する
●作業 内容に対 して

●毎週水曜定時退社 日 人と時間不足

●技術力の不足

¶「 1-2の 現 状 を

1-2.現" 目標に対 して現 ¶ 7

●社員1/2が 土曜出社 状 はこうだ!を II-2:本 質 的 11-2:本 質的 原 因

●定時退社社員おらず 明確に表示する 原因一 直接的原因の原因を

⇒8割22時 ・ (必要に応 じて、 ●工数見積、ス ケジ ュ 突き詰 めて行 き、根源

数名 日曜出社 補足スライ ドを)
一 リングが雑 的(た だ し手の打てる

¶「

●情報共有が疎か 原因)を 探 してそれを

1-3:影 響 ・結 果 1-3の 影 響 ・結
●無駄に頑張 り過ぎ 明示す る

●作業効率低下

● ミス増加

果 を明確 に表一

↓
示す る

H-3:解 決策 ll-3:解 決 策
●モチベーシ ョン低下

本質的原 因の反転

↓ ●正確 な工数 見積 (原因の処置、除去)

1-3補 足:わ が社 に 1-3補 足 の 算 出 とス ケ ジ を明示する

蔓延 す る負 のスパ イ 放置 していた ら ユ ー リン グ

ラル どうなるか?を ●社内情報共有一

1状況はどん どん悪化 して1 訴 えている ●単純作業

匝 次頁に続 く

右上に続 く

A
B
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① ス ライ ドの構成に関す る注意事項

1)プ レゼ ンテー ションを聴 く側には、

まずプ レゼンの全体構造 を明確に

示す こと。

2)今 、プ レゼン しているのは全体構 造

の中の どこを話 しているのだ と分か

って もらうこ と。

3)重 要 な箇所は、必ず補足 の別スライ

ドを作 ること。

② プレゼン所要時間

1)ゆ っ く り話 して も25分 で話 せ る。

③ プレゼン発表態度

1)ス ライ ドス ク リー ン の横 に聴 く人 た ち に

向か って 立っ 。 視 線 を聴 く人 に 向 け る。

2)カ ンニ ングペ ー パ ー を使 わな い で 、話す 。

3)た だ しス ク リー ン を ポイ ン トす る とき は

向か って 良 いが 、 短 時 間 で。
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エ ピ ロ ー グ

以上,筆 者が記述 した論文は,一 般の論文と異な り,テ キス トに近いと思っている。社

会学系の論文は,社 会学的問題を取り上げ,そ の問題分析を行って,そ の構造を明 らかに

し,あ るいは問題の発生原因を追求 して解決策の提言を記述することと考えている。もち

ろんその主張が独善的なものでな く,数 多 くの先達者の論文を調べ,比 較検討 し,自 分の

主張がどの部分は同じか酷似 しているが,こ こは自分独自の主張であることを証明する必

要はあるが。

だが,「ロジカル ・シンキングとしての3分 割法」は,も ちろんそのような面 も論 じては

いるが,む しろ 「学生や社会人に対 して3分 割法をどのように教えており,そ の内容はか

くか くしかじかである」 という解説であ り報告である。学術論文とはほど遠い存在である

と思 う。

本音を言わせてもらうと,果 た してこの論文を誰が読んで くれるだろうか?「 紀要論文

集」として配られた方々は,お そらく読んでいただけないのではと思 う。まず 「ロジカル ・

シンキング」 というのは実際は 「ロジカル ・コミュニケーション」であり,経 営コンサル

タン トの取 り扱う領域である。わが国の学者が取 り扱う課題ではないのである。

この論文を書いた動機は,実 は3分 割法を指導する後継者探 しである。筆者は,こ の論

文集 「八木章先生退任記念論文集」が出版される時には,す でに喜寿の歳の半ばになって

いる。現在,3つ の企業の社員を並行的に指導 し,WDBユ ニバーシティ(17)で60人 の

理工系修士,理 工系博士課程後期修了者,理 工系博士号取得者を指導 している。自分で言

うのはまことに問題だが,受 講 した人達の99%が3分 割法の効果を認めている。いわゆ

る 「市毛マジック」の信奉者 になっている。だが寺子屋式3分 割法Eラ ーニングは,一 一人

では体力的限界をオーバー している。2013年 は,3分 割法の教育活動に後継者育成教

育を加えねばならないと思 っている。

筆者は3分 割法を社会人に教え始めてから,16年 の歳月が経過 している。今年で576名 を

教える。参考 までに筆者の社会人3分 割法教育歴を注に載せる(18)。
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注&参 考文献

(1)照 屋華子 ・岡田恵子:照 屋 は元マ ッキ ンゼ ー ・ア ン ド・カ ンパニー にて コ ミュニケー シ ョン ・

スペ シャ リス トとして コンサル ティ ング業務 に従事。「ロ ジカル ・シンキ ング」執筆 当時 は,同

社 の嘱託契約で さま ざまな コンサルテ ィング活動 に従事。

岡田恵子 も元マ ッキ ンゼー ・ア ン ド・カ ンパニーにて コ ミュニケー シ ョン ・スペ シャ リス トと し

て コンサルテ ィング業務 に従事。執筆当時独立 して活躍。

(2)数 多い 「ロジカル ・シ ンキ ング」の言葉 を書名 に使 ってい る本の 中で,こ の論文 の参 考文献 と

して使 った本の代表的な ものを挙げ る。

① 逢 沢明 『京大式 ロジカル シンキ ング』[2003/6]サ ンマー ク出版

② 出 口狂 「自分を変え るロジカル ・シンキ ング入門」[2006/11]中 経 出版

③ 野 口吉 昭 『ロジカル シンキ ングの ノウハ ウ ・ドゥハ ウ」[2008/7]PHP研 究所

④ 大石哲 之 『ロジカル シンキ ング ・リーデ ィング』[2009/8]KKベ ス トセラーズ

⑤ 津 田久 資 『世 界一・わか りやすい ロジカル シンキ ングの授業」[2012/1]日 本経済新聞

⑥ 西村克 己 『ロジカル ・シンキ ング入門テキス ト』[2012/6]日 経出版

その他 省略

(3)扇 屋正造:元 朝 日新 聞社記者,週 刊朝 日編集長,論 説委員 を経て評論 家,1992/4没

(4)市 毛 の著書:

① 『システム設 計』[1989/4]中 央 経済社(日 本公認会計士協会 中山MAS賞)

② 『企業 成長 と情 報 システム戦略』[1997/4]中 央経済社

③ 『情報 処理 論」[1995/4]近 大通 信教育部

④ 『マネ ジメ ン トと情報 システム』[1997/4]中 央経済社

⑤ 『読 み ・書 き ・発想す る技術」[1998/4]中 央経済社

(5)バ ーバラ ・ミン ト,山 崎司訳 『考 える技術 ・書 く技術,説 得力を高め るピラ ミッ ド原則』[1995]

ダイアモ ン ド社

(6)扇 屋正造 『現代文 の書 き方12の 心得』[1965]講 談社現代新書,講 談社

(7)瀬 島龍三:1911～2007元 大 本営陸軍参謀 ・関東軍参謀。戦 後 は,伊 藤忠商事 に入 社 し会長 まで

勤め,ま た,戦 後の政 財界の黒衣役 として隠然 とした影響力を もった。伊藤忠時代3行 報告書 は

有名。3行 とは,必 ず報告書は3つ に絞 ること。

(8)hipo:hierarchywithinput-process-outputま たは

hierarchicalinput-process-outputの 頭文字。IBM社 提 唱の構造化設計記録

技 法。 プ ログラムの構造を ロジックチ ャー トが全体構造の 目次的役割を果たす。市毛明著 「シス

テム設 計」中央経済社に詳 しく解説があ る。

(9)KJ法:川 喜 田二郎著 『発想法』『続発想法」[1967,1970](中 公新書)中 央 公論 社

(10)NM法:創 造工学研究所所長 の中山正 和氏が考案 された技法 でKJ法 と2大 発想 法 と並び称 さ

れてい る。現 在の缶 ピールの 口はNM法 によ って考案 された。

(11)ケ プナー ・トリゴー法:社 会心 理学者 ケプナー と社会 学者 トリゴー の名前 に由来 す る。問題解

決 と意 思決定の思考 プロセスを体系化 した技法

(12)「 文 章作成 に際 して銘記 すべ き9ヶ 条」の原典:高 橋 昭男 「仕事文 の書 き方」1997岩 波新書+

本 田勝一 『日本語の作文技術』[1982]朝 日新聞社+安 本美典 『説 得の文章 術』[2001/9/8号]宝 島社,

他

(13)某 特殊大学 院:=(17)

(14)「 問題」 の定義 の定説:佐藤允一 『問題構造学入門」[1984]ダ イアモ ン ド社

上 野則 夫Mindリ サーチ社(現 ・システム企画研修㈱)考 案手法Mind-SAよ り

(15)本 質 的原 因の追求:Mind-SAの 連 関図法,QC七 つ道具,ト ヨタの5つ の何故?

(16)山 口恭正氏(元 カネ ボウ㈱ コンピュー タ部長,元 近大 経営学部非常勤講 師,現 大 阪国際大学非

常勤講師),土 橋武雄 氏(元 セ ー レン㈱ システ ム室長,元 近大経 営学部非常勤講 師,清 水 山情報

設 計代 表),江 尻実(元 帝人CIOス タ ッフ室長,現 イ ンダス トリアル ・グローバルIT研 究所代表,

「明 日のITを 考 え る会」 代表幹 事)の3人 の仲間 と筆者(市 毛明)で 考案 した。
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(17)WDBユ ニバ ー シテ ィ:詳 しくはイ ンターネ ッ トで検 索 され ること。 理工 系高学歴者

(理工 系修士,博 士課程後期修了者,博 士)で 正社員でな く派遣研究員の人 たちを対象 にMBA

ビジネスス クール と同等の講義内容を もつ特殊企業 内大学院。

(18)市 毛 の ロジカル シンキ ング3分 割法社 会人教育歴

No 年～年 教育対象企業 ・職位 ・教育 の方法 受講者数

1
1997年 朝 日ウ ッ ドテ ック社 主 任 に3分 割法 を講 義形式 で教え る

〈30名:多 す ぎ〉

30

2
1998～2002年 住友金属工業 システム部 門上級SE向 け3日 間缶詰研修 と し

て9回 〔年2回 〕

120

3 2000年 K-BIT社3ヶ 月研修 〔講義形式〕を2回 教え る 20

4
2003～2006年 Fiz's(ソ フ ト開発)社SE教 育 を4グ ル ー プ行 う(初 め て

Eラ ー ニ ン グ開 始)

20

5

2003～2004年 キ ャノ ンシステムソ リューシ ョンズ上級SE向 け3日 間缶詰

研計4回 教 える。講義 ・実習形

式

40

6
2005年 K-BIT社 ・Fiz's社 ・ウ ェス コム社 か ら2名 参 加 。Eラ ー

ニ ング を行 う 〔6ヶ 月 コ ー ス〕

6

7
2005年 エーアイテクノロジ 社 中堅SE教 育(20名 を1グ ループ と してEラ ーニング

形 式(6ヶ 月)で 失 敗 を認 め る)

20

8
2006年 K-BIT特 別Xグ ループ 〔職 位混合形 式計6名 〕の6ヶ 月Eラ

ーニ ングを施行す(失 敗)

6

9
2006年 ～ 将 来 檜 山工業主任 を対象 と してEラ ーニ ングを始め る。 6

10
2007年 K-BIT社(課 長 級)4グ ルーか らEラ ーニング(6人 ×4グ ル ー プ

ー24名)。 新 入 社 員(11名)

11

11
2008年 K-BIT社84名(3分 割法仲間,山 口恭正,土 橋武雄,江 尻

実 を講師陣 に入 れる)

84

12 2008年 11月:コ ー ユ ー ビジ ネ ス第1期 グ ル ー プ教 育 開始(6名) 6

13
2009年 K-BIT一 般 職 社 員(6×11グ ル ー プー66名)200

9年 度 入 社 新 入 社 員(10名)

76

14
2010

2010年

2月 後継指導者育成 コース(ス ペ シ ャルグループ)Eラ ーニ ング

開始(4名)

4

15 5月 檜 山工業第6期 生 「ビジネス文書」Eラ ーニ ング開始 6

16 6月 東風情報技術㈱第1期 生 スター ト 6

17 8月 檜 山工業第7期 生 スター ト(6名) 6

18 9月 コーユー ビジネス第2期 グル ープ教育 開始(5名) 5

19 11月 東風情報技術㈱第2期 生 スター ト 7

21 2011年 6月 コーユー ビジネス第3期 グル ープ教育 開始(6名) 6

22 東風情報技術㈱第3期 生 スター ト 6

23 2012年 2月 檜 山工業弟8期 生 スター ト(7名) 7

24 コーユー ビジネス第4期 グル ープ教育 開始(6名) 6

25 5月 WDBユ ニ バ ー シ テ ィ(神 戸 港24,東 京 港36名) 60

26 10月 コーユー ビジネス第5期 グル ープ教育 開始(6名) 6

27

合 計 576

129(527)


